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　毎年恒例となっている「しののめ花まつり」

が、3月31日から4月8日まで開催されました。�

　花まつりを前に開き始めた桜は、期間中に見

頃を迎え、まつりの期間中、東雲公園は多くの

花見客で賑わいました。�

　（催し等詳しくは5月号に掲載いたします）�
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�特に配慮した点�

 健全な地方自治を確立する�
◎活力ある地域づくり支援事業の充実
◎まちづくり住民参画推進事業の創設
◎パブリックコメント制度の導入
◎人事評価制度の確立
◎徴収嘱託員の増員

 いのちが輝く元気な地域社会を創る�
◎健康診査・母子健診の充実
◎第３子以降保育料無料化の継続
◎放課後児童クラブの拡充
◎児童手当の拡充
◎特定不妊治療助成事業の創設
◎ファミリー・サポート・センター事業の
　創設
◎ときめき未来倶楽部事業の創設
◎障がい者雇用奨励事業の創設
◎「むつみの森」・「ドリームキッズ」の運営

 調和のとれた元気なまちを創造する�
◎安塚駅西広場の整備
◎御里土地区画整理事業の支援
◎壬生インター北通りの整備
◎No．３－５５０号線の整備
◎六美地区雨水排水対策の実施
◎生活関連道路の整備

 安心して快適に暮らすことの
できる社会を実現する

�

◎地域防災計画の作成
◎消防防災拠点施設の整備
◎自治会管理防犯灯の継続助成
◎自主防犯団体の活動助成
◎中間処理施設整備事業の実施

 個性が輝き文化が薫る、
学びの社会を実現する

�

◎歴史民俗資料館企画展の開催
◎幼稚園すこやか子育て支援事業の拡充
◎小・中学校非常勤講師の増員
◎ファミリー体育祭の開催
◎家庭教育推進事業の創設
◎放課後子ども教室の開催
◎中学生海外派遣の継続

 活気に満ちた豊かで元気なまちを創る�
◎商工団体・観光団体の支援
◎産業振興奨励事業の充実
◎中小企業融資制度事業の充実
◎強い農業づくり事業の実施
◎農地・水・環境保全向上対策推進事業の実施
◎都市と農村の交流の促進
◎担い手規模拡大の推進
◎地域交流拠点の整備

～創意と活力が活きる希望に満ちたまち・みぶ～�

「壬生町第5次総合振興計画」の推進を図る�「壬生町第5次総合振興計画」の推進を図る�「壬生町第5次総合振興計画」の推進を図る�
平成19年度壬生町一般会計予算�平成19年度壬生町一般会計予算�

予 算 規 模�
�
　平成19年度の壬生町一般会計予算は、10,800,000千円で、前年度と比較す
ると6.2％の増額となっております。主な増額要因は、地域交流拠点整備事業及
び強い農業づくり事業の取り組みなどによるものであります。�
　厳しい財政状況下であり、国の地方財政計画においても地方財政規模は前年比
0.02％の減額と６年連続のマイナスとなる中、地方財政計画を大幅に上回る予算
額を確保出来たことになります。�
�

一般会計の概要説明�
�
  平成19年度の我が国の経済については、世界経済の着実な回復が続く下、企業
部門・家計部門ともに改善が続き、改革の加速・深化と政府・日本銀行の一体と
なった取組等により、物価の安定の下での自律的・持続的な経済成長が実現する
と見込まれています。�
　しかし一方で、平成19年度の地方財政は、地方財政計画の規模の抑制に努めて
もなお平成18年度に引き続き大幅な財源不足の状況にあることから、国・地方を
通じる歳出・歳入の一体改革の必要性を踏まえ、引き続き、地方分権の時代にふ
さわしい簡素で効率的な行政システムを確立するため、徹底した行政改革を推進
するとともに、歳出の徹底した見直しによる抑制と重点化を進め、また、歳入面
でも自主財源について積極的な確保策を講じるなど、効率的で持続可能な財政へ
の転換を図ることが急務となっております。�
　平成19年度の当初予算編成に当たっては、このような現状を踏まえ、財政の健
全性の確保に留意しつつ、町政運営の総合的な指針である「壬生町第５次総合振
興計画」に盛り込まれた施策の着実な推進を図る必要があり、活力と創意が生き
る希望に満ちたまち・みぶの創造に向け、知恵と工夫を活かした施策の展開等に
積極的に取り組んだところであります。�
　平成19年度の当初予算は安全・安心なまちづくりを基本に、個性があふれる魅
力あるまちの形成に向けて、社会資本の整備はもとより、高齢化社会・少子化対策、
産業の振興、人づくりの基本となる教育問題への対応等、当面する重要な課題に
全力で取り組んでいくため、特に次の諸点に留意した予算を編成いたしました。�
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本年度� 前年度�

構成比（％）�
比較増減� 対前年比�款�

１�

２�

３�

４�
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６�

７�

８�

９�

10�

11�

12�

13�

14

議　　　会　　　費�

総　　　務　　　費�

民　　　生　　　費�

衛　　　生　　　費�

労　　　働　　　費�

農 林 水 産 業 費�

商　　　工　　　費�

土　　　木　　　費�

消　　　防　　　費�

教　　　育　　　費�

災　害　復　旧　費�

公　　　債　　　費�

諸 支 出 金�

予　　　備　　　費�

合　　　　　　　計�

124,217�

1,207,090�

2,680,426�

1,031,905�

16,927�

547,784�

302,580�

2,230,419�

587,752�

1,140,359�

11,502�

899,036�

3�

20,000�

10,800,000

1.1�

11.2�

24.8�

9.5�

0.2�

5.1�

2.8�

20.7�

5.4�

10.6�

0.1�

8.3�

0.0�

0.2�

100.0

124,625�

1,155,192�

2,607,847�

967,170�

34,325�

381,089�

294,461�

1,893,124�

574,998�

1,197,091�

11,502�

908,573�

3�

20,000�

10,170,000

1.2�

11.4�

25.6�

9.5�

0.3�

3.8�

2.9�

18.6�

5.7�

11.8�

0.1�

8.9�

0.0�

0.2�

100.1

△ 408�

51,898�

72,579�

64,735�

△ 17,398�

166,695�

8,119�

337,295�

12,754�

△ 56,732�

0�

△ 9,537�

0�

0�

630,000

99.7�

104.5�

102.8�

106.7�

49.3�

143.7�

102.8�

117.8�

102.2�

95.3�

100.0�

99.0�

100.0�

100.0�

106.2

予算額� 構成比（％）� 予算額�

本年度� 前年度�

構成比（％）�
比較増減� 対前年比�

会計名�

42億9,649万3千円

18億4,130万7千円

161万3千円

27億6,385万1千円

16億8,160万6千円

4億7,027万6千円�

国民健康保険�
特　別　会　計�

公共下水道事業�
特　別　会　計�

奨　学　資　金�
特　別　会　計�

老人保健事業�
特　別　会　計�

介護保険事業�
特　別　会　計�

農業集落排水事業�
特　別　会　計�

107.0

94.3

82.3

102.6

104.7

61.3

予　算　額� 対前年比（％）�

水道事業会計�

収　益　的�

資　本　的�

＊資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、当年度分消費税及び地方消�
　費税資本的収支調整額、減債積立金取り崩し額、建設改良積立金取り崩し額及�
　び当年度分損益勘定留保資金等で補てんいたします。�

収入�

支出�

収入�

支出�

5億7,695万6千円

4億9,386万2千円�

1億5,601万円

4億2,970万1千円�

101.1

97.4

85.8

86.4

予　算　額� 対前年比（％）�

一般会計歳入款別集計表� （単位：千円）�一般会計歳出款別集計表� （単位：千円）�

9000

9500

10000

11000

10500

【その他　2.2％】�
　自動車取得税交付金�
　地方特例交付金　�
　ゴルフ場利用税交付金�
　利子割交付金�
　配当割交付金�
　株式等譲渡所得割交付金�
　財産収入�
　交通安全対策特別交付金　�
　寄附金�

平成15年度～平成19年度一般会計予算の推移�

分担金及び負担金　1.4％�
地方特例交付金　　1.7％�
諸収入　　　　　　1.8％�
使用料及び手数料　2.6％�
繰入金　　　　　　2.7％�
繰越金　　　　　　2.8％�

地方消費税交付金�
　　　3.1％�

町税�
47.0％�

10,080

15年度� 16年度� 17年度� 18年度� 19年度�

10,850

10,160

（単位：百万円）�

10,170

10,800

地方交付税�
12.7％�国庫支出金�

8.2％�

県支出金�
6.9％�

町債�
6.9％�

【その他　0.5％】�
　予備費�
　労働費�
　災害復旧費�
　諸支出金�

一世帯・一人当たりに�
使われる町の予算�

◎一人当たり◎一人当たり�
◎一世帯当たり◎一世帯当たり�

平成平成19年2月末現在月末現在�
　人　口　人　口�
　世帯数　世帯数�

平成19年2月末現在�
　人　口�
　世帯数�

271,568円�
778,210円�

�
　39,769人�
　13,878世帯世帯�

271,568円�
778,210円�

�
　39,769人�
　13,878世帯�

◎一人当たり�
◎一世帯当たり�

議会費　　　　1.1％�
商工費　　　　2.8％�
農林水産業費　5.1％�
消防費　　　　5.4％�

民生費�
24.8％�

歳　出�

土木費�
20.6％�

総務費�
11.2％�

教育費�
10.6％�

衛生費�
9.6％�

公債費�
8.3％�

歳　入�

企業会計�

特別会計�

5 4
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　◎町老人クラブ連合会等補助事業 　　 ３，６９５千円
・老人クラブの活動促進等の支援を行う。

　◎シルバー人材センター育成事業 　　１２，０７１千円
　◎ときめき未来倶楽部事業 　　　　　 １，７３３千円
・食のコミュニケーション教室、運動機能向上
教室を開催する。

●障がいのある人もない人も、共に暮らし共に参加
する社会を実現する
　◎障がい者雇用奨励事業 　　　　　　　 ６００千円
　　・障がい者を雇用する事業所に助成する。
　◎授産施設むつみの森運営事業 　　　５４，９３９千円

　◎障害児通園ホームドリームキッズ運営事業
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５，３０９千円
　
③調和のとれた元気なまちを創造する
●魅力的な市街地を整備・促進する
　◎安塚駅西広場整備事業 　　　　　 １２１，５５７千円
　◎御里土地区画整理事業 　　　　　　１２，０２６千円
●総合的な交通体系を確立する
　◎壬生インター北通り 　　　　　　 １１７，５１０千円
　　・壬生ＩＣ～獨協医科大学間の整備。　
　◎町単独道路整備事業 　　　　　　 １５５，２１７千円
　◎町道修繕事業 　　　　　　　　　　８４，３９６千円
　◎No．３－５５０号線の整備 　　　　　　 ８，０００千円
　　・蘭学通り～役場間の整備。
　◎六美地区雨水排水対策事業 　　　　４２，０００千円

④安心して快適に暮らすことのできる社会を実現する
●災害への対策を強化する
　◎消防防災拠点施設整備事業 　　　　 １，４００千円
・防災研修施設、消防団施設などの防災拠点施
設の整備を実施する。

　◎消防自動車購入事業 　　　　　　　１７，１６４千円
　◎防災計画作成事業 　　　　　　　　 ５，３５５千円
・地域防災計画、職員防災マニュアルの作成を
実施する。

●安全・安心なまちを構築する
　◎防犯灯維持管理事業 　　　　　　　１２，０００千円
・自治会管理防犯灯電気料及び修繕料の助成を
行う。

　◎防犯灯新設事業 　　　　　　　　　 ２，３００千円

①健全な地方自治を確立する
●住民全体と連携のまちづくりを推進する
　◎活力ある地域づくり支援事業 　　　１０，３００千円
・住民が主体的に行う自治会活動の支援を実施
する。

●住民と協働のまちづくりを進める
　◎まちづくり住民参画推進事業 　　　　　９５千円
　　・第２期まちづくり住民会議を開催する。
●行政経営基盤を向上する
　◎職員研修事務費 　　　　　　　　　 ４，５２２千円
・地方分権時代に対応できる人材育成を推進す
る。

　◎徴収嘱託員設置事業 　　　　　　　 ５，８２３千円
・徴収率の向上を目的に嘱託員１名を増員し３
名体制とする。

②いのちが輝く元気な地域社会を創る
●総合的な健康づくりを推進する
　◎健康診査事業 　　　　　　　　　　６３，５４７千円
●共に助け共に支え合う地域社会を育てる
　◎社会福祉協議会育成事業 　　　　　３４，９０８千円
●未来に向けて、子ども・夢がすくすくと育つ環境
を築く

　◎放課後児童健全育成事業 　　　　　１５，５６２千円
・既存４児童クラブに加え、安塚小学校児童ク
ラブを開設。
・睦小学校児童クラブの開設に向けた整備を実
施。

　◎児童手当扶助事業 　　　　　　　 ２８５，９９３千円
・３歳未満に対する児童手当の額を一律１０千円
に拡大する。

　◎特定不妊治療助成事業 　　　　　　 １，０００千円
・医療保険適用外の不妊治療に対し、１００千円
を助成する。

　◎ファミリー・サポート・センター事業 　 １，７３９千円
・子育て機能の強化と、仕事と育児の両立を援
助し合う活動を支援する。

●高齢者の健康・自立・生きがいづくりを応援する

平成19年度主要な施策の概要�平成19年度主要な施策の概要�
●共同参画社会の確立を目指し、個人・個性を尊重
する
　◎女性活動推進事業 　　　　　　　　　 ６６１千円
　　・男女共同参画推進委員会を設置する。
●国際理解を促進し、交流活動を推進する
　◎中学生国際交流推進事業（２８名） 　 １０，２７０千円
　　・中学生の国際交流団派遣を実施する。

⑥活気に満ちた豊かで元気なまちを創る
●商業・サービス業を振興する
　◎商工業振興補助事業 　　　　　　　２４，６４８千円
・商工会運営補助、各種事業（商品券発行事業、
まちづくり支援事業等）補助を継続する。

●工業を振興する
　◎中小企業融資制度事業 　　　　　 １５１，９０１千円
・創業資金を創設し、融資制度の充実を図る。

　◎産業振興奨励事業 　　　　　　　　 ５，０００千円
●農林業を振興する
　◎強い農業づくり事業 　　　　　　 １５７，９４９千円
　　・トマトハウス整備に助成する。
　◎担い手規模拡大推進事業 　　　　　 ２，０６０千円
・効率的な農業経営に不可欠な農地の集積に対
し助成する。

　◎農地・水・環境保全向上対策推進事業
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １，１７１千円
・羽生田地区の農地及び農業用水路等の維持管
理、保全向上対策。

　◎都市と農村の交流促進事業 　　　　 ２，２００千円
　　・地域で開催する花まつり等の助成。
●観光を振興する
　◎観光振興団体助成事業 　　　　　　１３，０００千円
・しののめ花まつり、ふるさとまつり等に助成
する。

●広域交流を推進する
　◎地域交流拠点整備事業 　　　　　 ６８１，０５４千円
・北関東自動車道壬生ＰＡと一体となった地域
交流拠点の整備。

・自治会管理防犯灯新設に助成する。
　◎防犯運動事業 　　　　　　　　　　 １，９２９千円
　　・自主防犯団体の活動に助成する。
●交通安全対策を充実する
　◎交通安全施設整備事業 　　　　　　 ４，５００千円
・道路反射鏡、区画線、視線誘導標などの公安
施設の整備。

●資源循環型社会を構築する
　◎中間処理施設整備事業 　　　　　　 ５，２５０千円
・旧清掃センターの解体、ストックヤードの建
設を実施する。

⑤個性が輝き文化が薫る、学びの社会を実現する
●歴史・伝統を学び新たな文化を創造する
　◎歴史民俗資料館企画展等開催事業 　 ２，８９０千円
　　・壬生の近代医療史展の開催
●自ら学びたくましく生きる力を育む学校教育を推
進する
　◎小、中学校非常勤講師配置事業 　　５６，４０９千円
・小学校２１名、中学校５名の２６名体制で学力向
上を図る。

　◎小、中学校情報教育推進事業 　　　３２，２０１千円
・壬生小学校及び南犬飼中学校校内ＬＡＮ更新
の実施。

　◎小、中学校施設改修等工事 　　　　２９，１６８千円
・稲葉小学校管理教室棟躯体調査及び実施設計
業務委託。

　◎幼稚園すこやか子育て支援事業 　　１３，５９４千円
・幼稚園就園児の第３子以降保育料無料化を継
続する。

●すべての住民が競い、触れあい、スポーツを楽し
む環境を創る
　◎壬生町ファミリー体育祭開催事業 　１１，０００千円
●青少年が健やかに育つ社会を実現する
　◎家庭教育推進事業 　　　　　　　　　 ５１３千円
・児童、生徒の保護者を対象にした家庭教育講
座を開催する。

　◎みぶ・ホリデーアクションプラン事業 　 ７５１千円
・藤井小学校、壬生東小学校にて放課後子ども
教室を開催する。
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　壬生インター北通り整備は、県道羽生田・上蒲生線

の壬生インター線から獨協医科大学病院までを結ぶ路

線で、児童・生徒の登下校における安全性の確保、緊

急車輌の通行等の円滑な道路交通機能の確保を主な目

的とし、平成１６年度から平成２０年度の５ヵ年を事業期

間として整備を図るものです。今回、当事業が栃木県

内にもたらす経済効果を、平成１２年栃木県産業 連  関 
れん かん

表（※１）を活用し測定してみました。

（次頁イメージ図参照）

　全体事業費６億円のうち、用地補償費と人件費を除く３億３２万３千円を算定の基礎となる経費とし

ますと、２億９，８４９万６千円（①）が栃木県内の建設分野を中心とした各産業への直接効果となりま

す。また、原材料の調達等による１次波及効果が７，３９０万１千円（②）、さらに各産業の雇用者の消費

活動による２次波及効果が７，２７５万８千円（③）となり、合わせると、４億４，５１５万５千円（①＋②＋

③）となり、約１．４９倍の波及効果が見込まれます。

　また、これらの効果はそれぞれの産業の雇用創出にも影響を及ぼします。この場合の就業者誘発効

果を算出すると、３７人となります。これは栃木県内の１事業所あたりの従業者数は約８．８人（平成１６

年事業所・企業統計調査報告）ですので、４社の事業所が新設されたのと同じ効果があると考えられ

ます。

北通りからみた壬生 I.C.

　分析の方法分析の方法

 分析には「平成１２年栃木県産業連関表（３２部門分類）を使用します。

 雇用者誘発数の基礎となる雇用係数は、「平成１２年栃木県産業連関表」および「平成１２

年雇用表」（ともに３２部門分類）を使用します。

 平均消費性向（※２）は、平成１５～１７年の家計調査年報（宇都宮市分）の平均値を使用し

ます。

 波及効果の試算は２次波及までとします。

（※１）平成１２年栃木県産業連関表…平成１２年１月から１２月までの１年間に栃木県内で行われた財・

サービスの生産活動及び取引を数値化したもの。

（※２）平均消費性向…雇用者所得のうち、貯蓄等にまわらず、消費支出される平均的な割合。

壬生インター北通り整備による�
経済波及効果イメージ図�

壬生インター北通り整備による�
経済波及効果イメージ図�

1.49倍�
の波及効果�

町の新たな取り組みとして、�
事業の経済波及効果分析を始めました�

今回は�「壬生インター北通り整備」�「壬生インター北通り整備」�

町の新たな取り組みとして、�
事業の経済波及効果分析を始めました�

についてご紹介します�



【未来に向けて、子ども・夢がすくすくと育つ環境を築く】�

【高齢者の健康・自立・生きがいづくりを応援する】�

【総合的な健康づくりを推進する】�

【行政経営基盤を向上する】�

【住民と協働のまちづくりを進める】�

【住民主体と連携のまちづくりを推進する】�

表の見方（記入内容）�マネジメント�
（P・D・C・A）�
サイクルの�
仕組みについて�

『各事務事業の今後の方針』についてお知らせいたします『各事務事業の今後の方針』についてお知らせいたします�
（事務事業改善マネジメントの報告）�

『各事務事業の今後の方針』についてお知らせいたします『各事務事業の今後の方針』についてお知らせいたします�
（事務事業改善マネジメントの報告）�

『各事務事業の今後の方針』についてお知らせいたします�
（事務事業改善マネジメントの報告）�

　本町では、平成１８年度から、日常的に事務事業の改善・改革を図りながら“創意”と“工夫”に
満ちたまちづくりを進めるため、「壬生町事務事業改善マネジメント」をスタートしました。�
　この「マネジメント」とは、事業を評価しその結果を次の事業に生かしていく取り組みで、今回は、
行財政分野・保健福祉分野・基盤整備分野の中から、これまでに実施した皆様の生活に関連する事業
の一部をご紹介いたします。�

第２章：いのちが輝く元気な地域社会を創る（保健福祉分野）�

　住民一人ひとりが、住み慣れた地域社会の中で、いつでも安心して自立し
た生活を営むことができるよう、保健・福祉・医療に係る施策間の連携の取
れた総合的なサービス体制の強化と、充実した住民サービスの提供を推進し
ていきます。�
　そのために、地域、家庭及び行政がそれぞれの適正な役割と責任を担いな
がら、主体となって保健福祉活動に取り組む等、地域社会全体で協力し合い、
支え合いながら、暖かく元気な地域社会の実現を目指します。�

第１章：健全な地方自治を確立する（行財政分野）�
　住民主体の健全な町政運営を維持・推進するため、住民と行政が協力し合い、
地域で抱える課題を自ら解決していく体制・仕組みを整えながら、連帯と活力
で躍進するまちづくりを目指します。�
　そのため、まちづくりに関する情報提供に努め、コミュニティの充実や住民
参加・参画機会の拡充を図りながら、住民の活力と創意が生きる協働のまちづ
くりを進めます。�

※担当課局・係名は平成18年度現在のものです。�
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３
月
２
日
、
壬
生
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、

壬
生
町
教
育
文
化
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、

町
の
教
育
文
化
発
展
の
た
め
、
特
に
功
労
の
あ
っ

た
方
や
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
面
で
優
秀
な
成

績
を
修
め
た
児
童
・
生
徒
を
表
彰
し
、
栄
誉

を
讃
え
ま
し
た
。�

　
式
典
で
は
、
池
節
子
教
育
委
員
長
か
ら
、

教
育
振
興
に
功
労
の
あ
っ
た
方
に
表
彰
状
並

び
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

清
水
英
世
町
長
か
ら
、
平
成
18
年
度
に
ス
ポ
ー

ツ
や
文
化
面
で
活
躍
を
し
た
小
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。�

　
表
彰
状
の
授
与
後
、
受
賞
者
を
代
表
し
、

教
育
功
労
者
か
ら
田
上
悦
子
さ
ん
が
、
児
童

生
徒
を
代
表
し
て
、
壬
生
中
学
校
の
小
平
美

咲
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。�

���

●
本
町
20
年
以
上
勤
続
教
育
関
係
職
員�

　
中
川
　
泉�

●
本
町
教
育
振
興
の
た
め
の
金
品
寄
付
者�

　
小
田
部
亮
一�

●
本
町
を
最
後
に
退
職
さ
れ
た
教
職
員�

　
金
子
　
敬
史
（
壬
生
中
学
校
）�

　
田
上
　
悦
子
（
壬
生
東
小
学
校
）�

　
飯
島
　
珠
美
（
稲
葉
小
学
校
）�

　
寺
内
　
亮
子
（
稲
葉
小
学
校
）�

表彰を受けた各中学校の生徒�

表彰を受けた各小学校の児童� 表彰を受けたみなさん�

教育文化功労者並びにスポーツ・�

文化活動優秀児童・生徒を表彰�

受
　
賞
　
者
　
　
　
（
敬
称
略
）�

【総合的な交通体系を確立する】�

【魅力的な市街地を整備・促進する】�

【調和のとれた機能的な土地利用を推進する】 �

【健全な社会保障制度を充実する】�

【障がいのある人もない人も、共に暮らし共に参加する社会を実現する】�

第３章：調和のとれた元気なまちを創造する（基盤整備分野）�
　これまでに積み重ねられてきた地域特有の歴史、文化、伝統等を生かしながら、
豊かな自然と調和した、住みやすく、さまざまな活動が営まれる都市空間を形
成していくことが求められています。�
　そのため、住民の主体的な参画・協力のもとに、さまざまな住民生活や産業
活動等が効果的に展開されるよう、低未利用地の解消を図ると共に、合理的な
土地利用を誘導しながら、時代を切り拓いていく元気なまちづくりを推進します。�
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 介護保険だより� 介護保険だより� 介護保険だより�◆ 介護保険状況 ◆�

◆ 介護予防事業 ◆�

　介護保険制度は、介護を要する状態となっても、できる限り、自宅で自立した日常生活を営めるように
平成12年4月から始まった制度です。�
　平成18年度からスタートした介護予防事業と本町の介護保険の状況を紹介いたします。�　平成17年度末現在の本町における第１号被保険者（65歳以上）は7,505人、要介護認定者数は1,114人で、

認定率は14.8%となっています。
　要介護認定者数は介護保険がスタートした平成12年度に比べ、平成19年１月末時点では1.83ポイント増
加しています。受給者数も同様に2.11ポイント増加しています。�

　介護保険給付額について、平成12年度と比較すると、平成17年度は1.95ポイント増加しており、介護保
険スタート時の２倍の給付額となっています。平成18年度は平成17年度より1.03ポイント増が見込まれて
います。�

　平成18年４月から介護予防事業がスタートしましたが、
事業に参加した方は21人と目標値を大幅に下回ってい
ます。�
　事業の内容は、運動器の機能向上や栄養改善、口腔機
能の向上を実施します。�
　介護予防は、健康寿命を長くし、自分の思うように活
動できる状態（要介護状態にならない）が一日でも長く
続けられるように支援することです。�

■ 健康寿命を延ばすには・・・�

●参加対象者（介護予防基本チェックリストにて基準を満たしたもの）�
65歳以上の方で介護予防に参加を希望する方は下記までご連絡ください。�

壬生町民生部健康福祉課介護保険係　　1 81－1876�
壬生町南地区地域包括支援センター　　1 82－2119�
壬生町北地区地域包括支援センター　　1 86－3579

２　介護保険給付額推移�

１　壬生町の介護保険認定・受給状況�

病気やけがを防ぐ�

脳卒中・骨折等予防�

転倒予防教室�

足の筋力がつく�
バランス感覚を磨く�

老化のスピードを遅らせる�

寝たきり・閉じこもり予防�

買い物・家事・生活にメリハリ�

心身にハリ�
体と頭のトレーニング�

心身の機能のレベルを上げる�

要介護状態予防�

ストレッチ運動・健康の貯金�
筋力向上トレーニング・�
活動的に暮らす�

筋力向上�
脳の活性化�

～問い合わせ先～�

みんなで健康貯金しませんか？�

声かけあって1人が2人へ、�
2人が4人へ、…�

いつ
までも自分らしく
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問合せ先　　町民生部保険環境課国保医療係　181－1832

「昭和７年９月30日以前に生まれた方」と、「65歳以上で一定の障がいのある方」です。老人保健にな

ると、１割（所得によっては３割）の負担でお医者さんにかかることができます。昭和７年10月１日以降

に生まれた方は、75歳になるまで老人保健にはなりませんが、70歳から75歳の間は加入している健康保険

で「前期高齢者」として、老人保健と同等の負担割合等で医療をうけることができます。�

�

�

�
「健康保険証」
加入している国民健康保険や社会保険等の保険証

「医療受給者証」
老人保健を受けられるという証です。現在最新の受給者証は

平成14年10月１日交付のもの（負担割合の変更や再発行があっ

た方についてはそれ以降）です。交付年月日がそれ以前のもの

は使えませんのでご確認ください。

「健康手帳」
お医者さんが治療状況や検査の記録等を記入してくれます。�

●保険証や医療受給者証は毎月初めには必ず病院に見せてください。�

�

�

�

健康保険証をもって役場保険環境課もしくは各出張所へお申し出ください。すぐに再発行ができます。

健康手帳が満了になった方も同様の手続きで新しい手帳を発行できます。�

�

住所や加入している健康保険が変わる方は、必ず老人保健にも手続きをして下さい。�

手続きされないと、重要なお知らせが届かなかったり、老人保健と病院間の事務に支障が生じる等、い

ろいろな弊害のもととなることがあります。�

�

コルセット等の治療用の装具代や、はり・灸・マッサージなどについては、医師が治療に必要であると

認めたものに限り一部のお金が払い戻しされます。医師の診断書や意見書、補装具等の領収書を添付のうえ、

健康保険証・医療受給者証・印鑑・振込用の預金通帳をお持ちになって申請してください。�

�

�

�

交通事故など第三者の行為によってケガをした場合の治療には、通常そのままでは老人保健を使うこと

はできません。役場保険環境課に申し出ていただき、手続きをしてください。詳しくは役場保険環境課に

お問い合わせください。�

皆さんがお医者さんにかかった場合、医療費全体の１割（所得によっては３割）の金額を一部負担金と
して病院に支払っています。この一部負担金の１か月分の合計がある限度額以上になった場合、限度額を
超えた分のお金が高額医療費として皆さんに戻ります。限度額については下の表をご覧下さい。�
�
�
�
皆さんがお医者さんにかかった記録は全て町に集められ、計算した上で、該当する方には金額の入
った支給申請書をお送りしています。これに必要事項を記入して申請していただくことになります。�
一度申請をすれば、次の該当からは手続き無しで指定された口座に自動的に振り込むようになります。
（ただし、ご本人以外の口座に振り込みを希望する場合には年１回委任状をいただくことになります。）�
通常申請書の送付は受診した月から約２か月後になります。（遅れることもあります。）もし、該
当するはずだと思うのに連絡がこない、という場合にはご相談ください。�
�

�
老人保健には、１か月の一部負担金の限度額や、入院したときの食事代が通常より安くなる「限度額適用・
標準負担額減額認定証」というものがあります。外来のみの場合にはこの証は直接関係はありませんが、
入院となってしまった場合は、この証を提示すると別表のとおり食事代と一部負担金の限度額が安くなり
ます。�

前年度の所得状況で「世帯の全員が非課税である」ことが条件です。またその中で収入によって区
分Ⅰと区分Ⅱに分かれます。この認定証は、もらえる資格があっても申請がないと出せませんので、
自分は該当するのかな？という場合はお気軽にお問い合わせください。�

○１か月の一部負担金限度額及び１食当りの入院時の食事代○�

入院時の�
食事代�

（１食当り）  

 一部負担限度額�
 （外来＋入院）�
 （世帯で合算）   　�

個人ごとの�
外来限度額�

44,400円�

12,000円�一　般（１割）�

 一定以上の所得の�
 ある人（3割）�

8,000円�   低所得者�
   （１割）�

80,100円�
＋1％ ※①�

44,400円�

260円�

24,600円�Ⅱ�

Ⅰ� 15,000円�

210円 ※②�

100円�

※①医療費総額が267,000円を超えた場合、越えた分の１％が80,100円に加算
されます�

※②低所得者区分Ⅱに該当した後から数えて、１年間で90日以上入院があっ
た方は再申請することによって、さらに160円に減額されます�
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●
申
請
方
法�

　
医
療
機
関
で
助
成
申
請
書
に
保
険
診
療
証

明
を
受
け
（
保
険
点
数
等
が
記
載
さ
れ
た

領
収
書
の
場
合
は
証
明
に
代
え
て
領
収
書

添
付
で
も
可
）
、
申
請
者
記
入
欄
に
必
要

事
項
を
記
載
・
押
印
し
、
健
康
福
祉
課
又

は
出
張
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

※
健
康
福
祉
課
あ
て
の
郵
送
で
も
、
受
け
付

け
て
い
ま
す
。�

●
申
請
期
間�

　
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け
た
月
か
ら
１
年

以
内
。�

●
助
成
額�

　
医
療
機
関
で
支
払
っ
た
一
部
負
担
金
の
額
。

（
高
額
療
養
費
、
附
加
給
付
等
が
あ
る
場

合
は
そ
の
額
を
差
し
引
い
た
額
）�

　
但
し
、
医
療
機
関
（
薬
局
を
除
く
）
ご
と

に
月
額
５
０
０
円
の
自
己
負
担�

●
そ
の
他�

　
受
給
資
格
が
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
速
や

か
に
医
療
費
受
給
資
格
者
証
を
健
康
福
祉

課
又
は
出
張
所
に
お
返
し
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、
「
医
療
費
受
給
資
格
者
証
」
の
裏

面
の
注
意
事
項
を
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。�

医
療
費
助
成
の
受
け
方�

（
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
た
と
き
に�

　
　
医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
手
続
き
）�

　
今
ま
で
は
、
妊
産
婦
・
重
度
心
身
障
害
者
・
ひ
と

り
親
家
庭
医
療
費
の
保
険
診
療
分
は
全
額
助
成
し
て

き
ま
し
た
が
、
平
成
19
年
４
月
１
日
以
降
の
診
療
分

か
ら
薬
局
を
除
く
医
療
機
関
ご
と
に
（
複
数
の
診
療

科
を
持
つ
医
療
機
関
に
お
い
て
は
診
療
科
ご
と
）
１

レ
セ
プ
ト
当
た
り
月
額
五
百
円
の
自
己
負
担
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。�

���

　
重
度
心
身
障
害
者
の
方
の
内
、
住
民
税
世
帯
非
課

税
者
等
（
助
成
対
象
者
本
人
及
び
同
じ
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
全
員
が
住
民
税
非
課
税
者
で
あ
る
助
成

対
象
者
の
方
）
に
つ
い
て
は
、
申
請
に
よ
り
自
己
負

担
無
し
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。
（
申
請
月
の
翌

月
よ
り
）�

　
た
だ
し
、
平
成
19
年
４
月
中
申
請
の
方
の
み
４
月

１
日
よ
り
、
該
当
と
な
り
ま
す
。�

　
こ
れ
ま
で
、
妊
産
婦
・
重
度
心
身
障
害
者
・

ひ
と
り
親
家
庭
の
入
院
時
食
費
の
自
己
負
担

分
を
助
成
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
19
年
４

月
１
日
以
降
の
入
院
分
か
ら
助
成
は
な
く
な

り
ま
す
。�

　
な
お
、
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に
お
き

ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
入
院
時
食
事

療
養
費
の
自
己
負
担
分
を
助
成
対
象
と
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
同
制
度
の
対
象
年
齢
の
お

子
さ
ん
の
入
院
に
つ
い
て
は
、
こ
ど
も
医
療

費
助
成
制
度
に
よ
る
助
成
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。�

��

医
療
費
助
成
制
度
に
関
し
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先�

町
民
生
部
健
康
福
祉
課
児
童
福
祉
係�

社
会
福
祉
係�

1
81
―
１
８
３
１�

変
わ
り
ま
し
た
！

変
わ
り
ま
し
た
！�

医
療
費
助
成
制
度
が
４
月
か
ら
次
の
２
点
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。�

変
わ
り
ま
し
た
！

変
わ
り
ま
し
た
！�

変
わ
り
ま
し
た
！�

医
療
費
助
成
制
度
の
自
己
負
担
金
の
導
入�

入
院
時
の
食
事
療
養
費
の
廃
止�

特
例
の
対
象�

自
己
負
担
金
の
導
入�

19
年
４
月
診
療
分
か
ら
入
院
時
の
食
費
の�

自
己
負
担
分
の
助
成
が
な
く
な
り
ま
す�

1

2

受給資格登録申請関係

対象から
除かれる方

手続きする所
医療受給資格者証の
交付申請に必要なもの

対象者種類

児童福祉施設又
は知的障害者援
護施設に入所中
で他市町村の国
民健康保険に該
当している方

健康福祉課・
出 張 所

健康保険証

９歳に達する日以
後の最初の３月３１
日までのこどもを
扶養している方

こ

ど

も

町民生活課・
出 張 所

健康保険証
母子手帳

母子手帳を受けた月
から出産した月の翌
月末までの妊産婦

妊
産
婦

特別養護老人
ホーム・児童福
祉施設又は知的
障害者援護施設
に入所中で他市
町村の国民健康
保険に該当して
いる方

健康福祉課

◇身体障害者手帳、療育
手帳をお持ちの方
�健康保険証
�身体障害者手帳又は療
育手帳
※老人保健法の医療受給
者の方は老人医療受給
者証も必要です

�身体障害者手帳
１～２級の方
�療育手帳Ａ１・
Ａ２または知能
指数が３５以下の
方
�知能指数が５０以
下で、身体障害
者手帳が３～４
級と重複してい
る方

重

度

心

身

障

害

者

所得が制限額以
上の方・児童福
祉施設又は知的
障害者援護施設
に入所中で他市
町村の国民健康
保険に該当して
いる方

健康福祉課

�健康保険証
�児童扶養手当証書、母
子年金証書又は遺族年
金証書のいずれか
�公的年金や児童扶養手
当を受けていない方は、
戸籍の全部事項証明
（戸籍謄本）または個人
事項証明書（戸籍抄本）
と世帯全員の住民票
�左のイに該当する方は
医師の診断書
�老人保健法の医療受給
者の方は老人医療受給
者証
�転入者の場合は、前住
所地の所得証明
※民生委員の証明が必要
な場合があります

ア満１８歳に達する
日以後の最初の
３月３１日までの
児童がいるひと
り親家庭
イ両親のどちらか
一方が身体障害
者１級～２級の
世帯の他方の親
と児童
ウ父母のいない満
１８歳に達する日
以後の最初の３
月３１日までの児
童を扶養してい
る配偶者のない
方とその児童
（配偶者がいる
場合はその児童
のみ）

ひ

と

り

親

家

庭

受
給
資
格
登
録
の

申
請
手
続
き

� ������������������������������

　

町
で
は
、
こ
ど
も
・
妊
産
婦
、
身
体
の
不
自
由

な
方
や
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
・
親
を
対
象
に
、

お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
時
の
医
療
費
（
保
険
診

療
分
か
ら
付
加
給
付
な
ど
を
除
い
た
額
）
を
助
成

し
て
い
ま
す
。
こ
の
助
成
を
受
け
る
に
は
受
給
資

格
者
証
の
交
付
を
受
け
医
療
費
の
助
成
申
請
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

左
の
表
を
ご
参
考
に
、
こ
の
制
度
を
よ
く
ご
理

解
い
た
だ
き
、
該
当
さ
れ
て
い
る
方
で
ま
だ
医
療

受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
す
ぐ

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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医療助成制度�
ひとり�
親家庭�

重度心身�
障害者�

妊産婦�
こども�

利用していますか？�



（

）

21 20

第
22
回

壬
生
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会

３
月
11
日
　
南
犬
飼
中
体
育
館

18
日
　
壬
生
町
体
育
館

男
子
18
チ
ー
ム
・

女
子
６
チ
ー
ム
参
加

成
　
績

●
男
子
の
部

優
　
勝

壬
生
ク
ラ
ブ

（
代
表
　
大
塚
正
春)

準
優
勝

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ

（
代
表
　
森
田
和
典
）

●
女
子
の
部

優
　
勝

Ｓ
ｃ
ｒ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ

（
代
表
　
水
谷
　
文あ
や

）

準
優
勝

女
盛
（
お
ん
な
ざ
か
り
）

（
代
表
　
植
野
憲
昭
）

昨
年
10
月
の
第
５
回
蘭
学
通
り
ま
つ
り
で
、
商
店
会
観
光
館
「
蘭
学
仲
通

リ
夢
浪
漫
」（
石
崎
家
長
屋
門
内
）
前
で
風
に
揺
れ
て
い
た
私
を
覚
え
て
い

ま
す
か
？

10
尺
白
根
凧
の
巨
大
な
姿
ゆ
え
風
に
乗
っ
て
空
に
浮
か
ぶ
姿
を
お
見
せ
す

る
機
会
が
無
く
、
お
も
ち
ゃ
博
物
館
玄
関
ホ
ー
ル
に
蘭
学
医
師
齋
藤
玄
昌
絵

姿
と
し
て
着
座
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
３
月
10
日
、
宇
都
宮
城
復
元
記
念
凧

揚
げ
大
会
（
下
野
凧
の
会
主
催
）
で
つ
い
に
空
高
く
舞
い
上
が
り
ま
し
た
。

竹
と
和
紙
製
の
凧
で
は
私
が
一
番
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
。
悠
々
と
舞
う
姿

に
歓
声
が
あ
が
り
、
蘭
学
通
り
の
宣
伝
も
し
っ
か
り
と
や
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
は
ま
た
空
を
舞
う
日
を
夢
見
て
お
も
ち
ゃ
博
物
館
に
い
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
会
い
に
き
て
く
だ
さ
い
。

今
月
か
ら
５
回
（
予
定
）
に
わ

た
っ
て
認
知
症
に
つ
い
て
の
話
を

掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

●
認
知
症
は
「
病
気
」
で
す
。

認
知
症
は
脳
の
病
気
で
す
。

脳
の
機
能
が
低
下
す
る
こ
と
で
、

「
も
の
忘
れ
」
や
「
判
断
力
低
下
」
な

ど
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
他
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
に

く
く
な
っ
た
り
、
周
り
の
状
況
に
あ
わ

せ
た
行
動
が
取
れ
な
く
な
っ
た
り
し
ま

す
。し

か
し
、
本
人
も
自
分
が
情
け
な
か

っ
た
り
、
自
分
が
崩
れ
て
い
く
よ
う
な

不
安
を
感
じ
た
り
、
大
き
な
ス
ト
レ
ス

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

も
し
周
り
が
本
人
の
そ
の
よ
う
な
感

情
を
理
解
せ
ず
、
理
屈
で
や
り
込
め
た

り
す
れ
ば
、
本
人
は
混
乱
し
、
自
信
を

喪
失
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
結
果
的
に
暴
力
的
に
な
っ
た

り
、
異
常
な
行
動
が
見
ら
れ
た
り
と
い

っ
た
問
題
を
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。認

知
症
の
人
は
、
記
憶
障
害
や
失
語

な
ど
の
症
状
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
、

自
分
ら
し
く
尊
厳
を
持
っ
て
暮
ら
し
た

い
、
と
願
っ
て
い
ま
す
。

〜
ま
ず
病
気
と
し
て
認
知
症
を
理
解
す

る
こ
と
、
そ
れ
が
第
一
歩
で
す
〜

ス
ポ
ー
ツ�

壬生クラブのみなさん

宇都宮の空に大凧が
舞い上がりました

Scratchのみなさん蘭学通りまつりでの展示の様子

凧
た
こ
揚
が
れ
！�

蘭
学
通
り
ま
つ
り
の
大
凧
が
空
に
舞
い
上
が
る
！�

＊
介
護
保
険
キ
ー
ワ
ー
ド
＊

＊
介
護
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◆地元産の「にら」を使った学校給食◆�◆地元産の「にら」を使った学校給食◆�◆地元産の「にら」を使った学校給食◆�
３月７日、地産地消の取り組みとして、ＪＡや生産者

の方の協力のもと、町内全小中学校で地元産の「にら」

を使った給食が出ました。

いままでに、各学校がそれぞれ地元産の農産物を使っ

て給食に出したことはありましたが、全校で一斉に出す

のは初めての試みです。

学校側では、「作った人の顔が見える新鮮で安心な地

元の食材を使うことで、児童・生徒に『食』に対して目

を向けさせるとともに、郷土を愛する心、感謝する心を

育て、生涯にわたって健康な生活を送る基盤をつくるた

めに学校給食を充実させていきたい」と今後も地元産の

食材を使った給食を検討していくとのことです。

このたび、青年海外協力隊の平成18年度３次隊として、
本町から淀川郁美さん、佐藤真利子さんが隊員として派
遣されることが決まり、３月19日、派遣あいさつに町長
室を訪れました。
清水町長から「健康に注意し、頑張ってください。」

など、激励の言葉がありました。
淀川さんはセネガルへ日本語教師として、佐藤さんは

ドミニカ共和国へ映像関係の仕事で派遣され、派遣期間
は平成19年３月から平成21年３月までの２年間となりま
す。

平成19年３月に自衛隊へ入隊される方の入隊者激励

会が、３月19日、役場町長室で行われました。今回入

隊されるのは、陸上自衛隊予定者４名、航空自衛隊予

定者１名、海上自衛隊予定者１名の方です。

激励会には、６名の方全員が出席され、清水町長、

自衛隊栃木地方協力本部の二見本部長、町自衛隊父兄

会の青木会長から、激励の言葉があり、清水町長から、

目標となる言葉が書かれた直筆の色紙が、また、青木

会長から記念品がそれぞれ贈られました。

◆青年海外協力隊◆�
本町から淀川郁美さん、佐藤真利子さんが派遣�

◆青年海外協力隊◆�
本町から淀川郁美さん、佐藤真利子さんが派遣�

◆青年海外協力隊◆�
本町から淀川郁美さん、佐藤真利子さんが派遣�

淀川さん　　清水町長　　佐藤さん

左から二見本部長、青木会長、神崎隆一郎さん、
坂本元

はじめ

さん、早乙女豊さん、羽鳥貴大
たかひろ

さん、
坂本成二さん、粂川拓也さん、清水町長

◆自衛隊入隊者激励会◆�
6名の自衛隊入隊者を激励�
◆自衛隊入隊者激励会◆�
6名の自衛隊入隊者を激励�
◆自衛隊入隊者激励会◆�
6名の自衛隊入隊者を激励�

まちのわだい�まちのわだい�まちのわだい�

地元のにらを使ったあえものと餃子を食べる生徒



青少年を、地域で守ろう、育てようと、２月25日に藤井中央公民館（毛塚俊照館長）において、青少年

健全育成地域懇談会が、馬場・原宿・台坪・上坪・前宿坪・田向稲荷内自治会員79名の参加を得て開催さ

れました。

当日は、警察、地元町議会議員、保護司、青少年育成指導員、民生委員、藤井小・壬生中学校長等を招

いて行われ、壬生交番所長及び小中学校長から児童生徒を取り巻く環境についての話があった後、全体で

の話し合いが行われました。

最近の子ども達を取り巻く社会環境は、めまぐるしく変化している。中でも、情報網の発達はめざまし

く、携帯電話等によるネットやメールにより様々な情報や伝言を瞬時に取得・送信することができて便利

になった反面、受け手の環境や感情に配慮のない通信や、危険性をはらんだ心ない有害情報もあり、子ど

も達への悪影響が懸念されている。また、交通網の発達により、通学路は整備状況や時間帯により日々変

化しており、実際に家族の大人が歩いてみて、具体的にどこで、どのような場所が危険であるかを話し合

ったり、不審者等に出会った場合はどこの家に行きなさいなどと事前に教えておくことが必要である。日

頃から子どもに関心を持つことが大切であること、そして子どもに変化を感じた時は、速やかに子どもと

の会話などによる意思の疎通を図ったり相談するなどの対応が必要であることが取り上げられました。最

後に、子どもにとって基本となるのは第一に家庭であり、次に学校である。それを地域の皆さんが積極的

にかかわり支えていくことが必要であることなどが話し合われました。

地域懇談会の開催にあたっては、壬

生町青少年健全育成実施委員会、壬生

町自治公民館連絡協議会が後援してい

ます。

懇談会のお申し込み、お問い合わせ

は、教育委員会事務局生涯学習課社会

教育係（181－1873）又は、壬生中央

公民館（182－0108）まで
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◆みたらし水路をホタルの里に◆�◆みたらし水路をホタルの里に◆�◆みたらし水路をホタルの里に◆�
３月４日、東雲公園の「みたらし水路」に地元育成会

や地域の方が集まり、ゲンジボタルの幼虫約800匹を放流

しました。

これは、「けいよりん」（宮田次男代表）の方々が昔の

ようにホタルを復活させようと行っているもので、今年

で５回目になります。

今回放流された幼虫は６月初めごろ成虫になり、光を

放ちながら飛び回るホタルの姿が見られるでしょう。

また、６月にはけいよりんの方々が自宅で育てた成虫

を放しての鑑賞会も予定されています。

３月28日、東京シェーンバッハ砂防で開催された、

全国土地改良事業団体連合会主催の第48回全国土地改

良功労者表彰において、壬生町土地改良区（田邉豊吉

理事長）が団体の部で銅章を受賞されました。

本表彰は、土地改良事業の推進と発展に顕著な功績

を挙げた個人又は団体に対し贈られるものであり、当

改良区が平成17年12月２日に町内８改良区を合併、運

営基盤の強化を図り、土地改良事業の適正かつ円滑な

運営に努力していることが認められたものです。

３月31日、羽生田集落センターにおいて「夢・は

にしの里協議会」（杉山恵一会長）の設立総会が開催

されました。

本組織は、平成19年度から５ヶ年にわたり、農林

水産省の施策である、農地・水・環境保全向上対策

の導入を図るため、協議会を設立し、地域ぐるみで

農地や水を守る効果の高い共同活動と環境保全活動

に取り組みます。

◆壬生町土地改良区が�
　全国土地改良功労者表彰で銅章を受賞◆�
◆壬生町土地改良区が�
　全国土地改良功労者表彰で銅章を受賞◆�
◆壬生町土地改良区が�
　全国土地改良功労者表彰で銅章を受賞◆�

須藤さん　田邉理事長　高山さん　清水町長

設立総会の様子

みたらし水路に約800匹の
ゲンジホタルの幼虫を放流

◆農地・水・環境保全向上対策として�
�羽生田地区に「夢・はにしの里協議会」を設立◆�
◆農地・水・環境保全向上対策として�
�羽生田地区に「夢・はにしの里協議会」を設立◆�
◆農地・水・環境保全向上対策として�
�羽生田地区に「夢・はにしの里協議会」を設立◆�

◆藤井中央公民館で�
　青少年健全育成地域懇談会が開かれました◆�
◆藤井中央公民館で�
　青少年健全育成地域懇談会が開かれました◆�
◆藤井中央公民館で�
　青少年健全育成地域懇談会が開かれました◆�

３月５日、壬生町交通安全母の会（野口栄子会長）から、

町教育委員会に「愛の鈴」の贈呈がありました。

「愛の鈴」は、毎年新小学１年生の交通安全を願い、母の

会が作成しているもので、今年はデザインが変更になりまし

た。母の会の会員のみなさんから篠原教育長へ手渡され、町

内各小学校へ配られました。

新小学１年生へ愛の鈴を贈呈�
◆壬生町交通安全母の会◆�
新小学１年生へ愛の鈴を贈呈�
◆壬生町交通安全母の会◆�
新小学１年生へ愛の鈴を贈呈�
◆壬生町交通安全母の会◆�

地域の話題などをお寄せください　　　情報広報係†81-1814まちのわだい� まちのわだい�まちのわだい�まちのわだい�
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もありますのでご了承ください。�
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総
務
省
で
は
、
全
国
に
行
政
相
談
の

た
め
の
窓
口
を
設
置
し
、
皆
さ
ん
か
ら

の
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望

を
受
け
付
け
、
公
正
で
中
立
な
立
場
か

ら
必
要
な
あ
っ
せ
ん
を
行
う
な
ど
し
て

そ
の
解
決
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
行

政
運
営
の
改
善
な
ど
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

行
政
相
談
週
間
は
、
毎
年
５
月
と　
１０

月
の
２
回
行
わ
れ
て
お
り
、
今
年
の

「
春
の
行
政
相
談
週
間
」
は
、
５
月　
２１

日
〜　

日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
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い
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続
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、
サ
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苦
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あ
る
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困
っ
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い
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○
こ
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し
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○
苦
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を
申
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説
明
や
措
置
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納
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が
い
か
な
い

○
苦
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っ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ

い
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ど
こ
に
相
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し
て
よ
い
か
わ

か
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な
い

○
手
続
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サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
関
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度
や
仕
組
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が
わ
か
ら
な
い

等
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
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行
政
相
談
委
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は
、
月
１
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定
例
的

に
相
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す
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ほ
か
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も
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談
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７
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円

▲

大
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８
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１
５
�９
０
０
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地

 
調
整
区
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内
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地
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土
地
取
引
の
基
準
で
す

地
価
公
示
価
格

ご
存
じ
で
す
か　
　
　
　

　
　
　
　

行
政
相
談
委
員

国
の
仕
事
の
こ
と
な
ど
で
困
っ
た
と
き
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

行
政
に
対
す
る
苦
情
な
ど
を

お
聞
き
し
ま
す

平成19年度壬生町一般会計予算�
春の行政相談週間�

5月21日～27日�

特設行政相談日　5月24日�
行
政
相
談�
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古紙配合率100％再生紙を使用しています。�

4月1日現在�
まちのうごき�

 � � �

5
月
の
納
税
等
�

●
�軽
自
動
車
税
（
全
期
）�

　
　
納
期
限
　
５
月
31
日�

（△120）�

（△35）�

（△85）�

（△  8）�

総人口�

　男�

　女�

世帯数�

39,843

19,549

20,294

13,790

 人�

 人�

 人�

世帯�

（　）内は前月比�

　
平
成
19
年
３
月
31
日
付
で
９
名
の

町
職
員
が
退
職
い
た
し
ま
し
た
。�

◆
総
務
部
長
　
　
　
　
　
渡
辺
長
二�

◆
教
育
委
員
会
参
事
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興�

　
課
長
　
　
　
　
　
　
　
森
田
純
市�

◆
民
生
部
参
事
兼
住
民
課
長
　 

田
中
好
雄�

◆
保
健
課
主
幹
兼
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー�

　
所
長
　
　
　
　
　
　
　
宇
山
房
子�

◆
清
掃
セ
ン
タ
ー
運
転
手
　
山
川
祐
一�

◆
壬
生
中
学
校
用
務
員
　
伊
藤
喜
一�

◆
壬
生
中
学
校
調
理
員
　
山
本
公
恵�

◆
総
務
課
用
務
員
　
　
　
中
川
邦
夫�

◆
福
祉
課
主
幹
兼
児
童
館
長
　
黒
子
良
子�

　
３
月
22
日
、
安
田
豊
治
様
か
ら
、

社
会
福
祉
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
、

20
万
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。�

羽生田小 ３年�
か　 な�

早乙女佳那�

6月2日(土)�
18：30開演�
全指定席　4,000円�
入場券取り扱い中�

中丸三千繪�
ソプラノ・リサイタル�
中丸三千繪�
ソプラノ・リサイタル�
中丸三千繪�
ソプラノ・リサイタル�
中丸三千繪�
ソプラノ・リサイタル�

6月14日(木)�
19：00開演�
全指定席　4,000円�
入場券取り扱い中�

ラファウ・ブレハッチ�
ピアノ・リサイタル�
ラファウ・ブレハッチ�
ピアノ・リサイタル�
ラファウ・ブレハッチ�
ピアノ・リサイタル�
ラファウ・ブレハッチ�
ピアノ・リサイタル�

世界的なオペラ歌手・琴線を響かせる�
爽やかな歌声は、聴く人を天上界天上界に運ぶ。�
世界的なオペラ歌手・琴線を響かせる�
爽やかな歌声は、聴く人を天上界に運ぶ。�

日本ＴＶ「笑点」のレギュラーメンバーで日本ＴＶ「笑点」のレギュラーメンバーで�
お贈りする、納涼落語会。お贈りする、納涼落語会。�
日本ＴＶ「笑点」のレギュラーメンバーで�
お贈りする、納涼落語会。�

8月18日(土)　18：30開演�
全指定席　3,000円　5月9日(水)発売�

林家木久蔵・三遊亭好楽・三遊亭楽太郎�林家木久蔵・三遊亭好楽・三遊亭楽太郎�林家木久蔵・三遊亭好楽・三遊亭楽太郎�林家木久蔵・三遊亭好楽・三遊亭楽太郎�

林家木久蔵�

絵画「みんな野原であそぼう」�

絵画「つけものの王様きゅうり」�
※３月分の社会福祉協議会への寄付金等芳名につきましては、 都合により�
　次号（５月号）に掲載させていただきますので、ご了承願います。�

三遊亭好楽� 三遊亭楽太郎�

■会　　場　壬生中央公民館大ホール�
　　　　　  （城址公園ホール）�
※入場券は、壬生中央公民館、稲葉・南犬飼出張所、�
　町施設振興公社で取り扱います。�
■問合せ先　壬生中央公民館　182－0108

第15回ショパン国際ピアノコンクール�
優勝者による深い愛が溢れるショパンの夕べ。�
第15回ショパン国際ピアノコンクール�
優勝者による深い愛が溢れるショパンの夕べ。�

羽生田小 ５年�

清水　勝也�


